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京都市交通局 
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総   則 

 

１ 解   釈 

仕様書を慎重に検討し、入札等を行うものとする。落札の後に生じた疑義は協議して定める

ものとするが、仕様書に記載のないことについても、当然必要と認められることは良心的に実

施すること。 

 

２ 現物見本 

   製品の現物見本については、企画総務課契約担当にて閲覧に供する。 

 

３ 製   造 

  仕様書及び現物見本に基づき製造すること。 

 

４ 工   程 

契約後速やかに製造から納品までの日程を当局と調整し、当局の承認を得ること。 

 

５ 同等品の使用 

   仕様書及び現物見本どおりに製造することとするが、当該物品以上の物を使用する場合に限

り、同等品等の使用を認める。ただし、同等品等を使用する場合については、当該物品の製作

前に当局の承認を得ること。 

 

６ 検   査 

検査において指摘された事項は順守し、これを修正したうえで納品すること。 

 

 

７ その他 

ア）契約数量には別寸者(本仕様書に明記しているサイズに適用しない者)を含む。 

イ）当局に提出する申請書類の作成及び提出に係る費用はすべて提出者の負担とする。 

 

８ 納入期限 

  令和８年３月３１日 

 

９ 契約予定数量 

   男子防寒用コート   １９０着 

   女子防寒用コート    １０着 

                           （以上） 



特記事項 

 

契約完了後の流れは、「サイズ別製造数の確認・縫製・納入場所別サイズ別数量等の確認・

納品」となる。本件入札において落札し、契約の相手方となった者(以下「契約者」という。) 

は各工程において、下記作業等を行うものとする。 

 

記 

 

 

１ 採寸 

業務の都合上、各事業所等において採寸を実施するよう依頼する場合がある。 

 

２ 納入 

京都市交通局（以下「当局」という。）が指示した日時に、製品の発注分を指定した場所毎

に納入すること。 

納品の際には、段ボール箱に梱包するとともに、内容が確認できるよう箱毎に納入年度・事

業所名・サイズ・梱包数量を大きく明記すること。また、整理用の段ボールの提供を依頼する

場合がある。 

 

３ 納入場所等 

納入日時、納入場所及び納入場所毎の数量は別途指示する。納入は数日に分けて行うため、

当局の指定した日時、場所を十分確認のうえ納入すること。 

また、各納入場所から当局の被服保管場所へ納入物品の移動を依頼することがある。 

 

４ 数量確認 

納入された物品について、当局の職員または当局の委託した者が数量確認を行う。その際に

立ち会いを求めることがある。不足等があれば早急に納入すること。 

 

５ 仕上げ 

貸与後の交換において再仕上げが必要になった被服については、再仕上げを行うこと。 

 

６ 包装 

物品に破損等がないように包装して納品すること。包装は１着毎とし、サイズ表示がある場

合は表面に記載するか、見えるようにすること。 

 

７ その他 

  ・納期内に検査に合格すること。 

  ・貸与後、当局が保管することになった被服については、保存のために防虫剤等の消耗品の提

供を依頼することがある。 

  ・貸与後の被服の修正については、当事者と協議し誠実に対応すること。 

  ・提供物品等にかかる費用はすべて契約者によるものとする。 

  ・疑義がある場合は、協議して定める。 

（以上） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

男子防寒用コート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



仕様書 

 
1. 型  式 

前合わせ比翼ファスナー止め、後ろセンターベント、セミステンカラー、左胸箱ポケット、両腰箱ポ

ケット、内ポケット左右片玉付き、裏地はキルト加工、左袖ワッペン付き、右胸及び背衿下に刺繍ネ

ームプリント付き  
 
2. 使用素材 

（１） 表地 
区 分 仕 様 

色相 グレー（指定色） 

生地品名 ストレッチ杢ツイル 

組織 3/1 斜文織 

混紡率 ポリエステル 100％ 

番手 （経）189 dtex （緯）84 dtex 

密度 （経）138 本  （緯）90 本（仕上/2.54 ㎝間） 

規格 147 ㎝×50m 

質量 208g（g/㎡） 

参考銘柄 ユニチカトレーディング㈱ 品番：MB3100 

 
（２） その他 

区分 仕 様 用 途 

裏
地
キ
ル
ト
加
工 

混率 ポリエステル 100％ 
前身頃裏、後身頃裏、 

（ポリエステル綿 100ｇ、4 インチダイヤキルト） 

 

外袖裏、内袖裏 

（ポリエステル綿 80ｇ、2 インチダイヤキルト） 

生地名 ツイル 

色相 黒 

芯
地 

接着芯 ポリエステル 100％ 
前身頃、地衿、箱ポケット口布、ベンツ袖口、 

内ポケット口布、力芯 

パンチ芯 
ポリエステル綿 100％ 

80ｇ/ｍ2 
見返し、上衿、台衿、腰箱ポケット 

袋
地 

袋地 
ポリエステル 65％ 

綿     35％ 
胸ポケット、腰ポケット、内ポケット袋地 

釦 釦 23 ㎜ フロント ラペル 

副
資
材 

テープ ﾊｰﾌﾊﾞｲﾔｽﾃｰﾌﾟ 10～12mm 袖付け廻り、衿ぐり、前端、ラペル返り線、 

ファスナー 5 コイル OP、ｃ/＃979 前立て用 

衿つり 無地  

                     
 



 
3. 条  件 

（１） 縫い糸 
① 地縫い糸     合繊糸 50 番手 

② 釦付け糸（機械） 合繊糸 30～50 番手  （手付）8～20 番手 

③ 釦ホール糸     合繊糸 30 番手 

④ まつり糸     合繊糸 
（２） 針 数 （3 ㎝間表面に表れた糸数） 

① 地縫い 13 針以上 

② まつり  7 針以上 
（３） 穴かがり 

穴の大きさは、釦に合わせてかがり、かがり糸が布から抜けないように注意すること。 
（４） 釦付け 

① 手付けの場合は 2 本糸にて 1 つの穴に 2回以上とし、根巻きを 2回以上し、糸止めを完全

にすること。 

② 機械付けの場合は、手付けの糸量と同程度とすること。 

（５） 裁 断 

① 縦裁 身頃、見返し、背、袖、ポケット、両玉縁口布 

② 緯裁 上衿表 

③ 斜裁 地衿 

（６） 縫い代 

① 背中央 1.0 ㎝以上 

② 脇  1.0 ㎝以上 

（７） 折り代 

① 袖口 3.5 ㎝以上 

② 身頃裾 3.5 ㎝以上 

（８） 縫 製 
① 各部の縫い合わせは上下糸のつれ、たるみのないこと。 
② 縫いとび、縫いはずれのないようにすること。 
③ 縫いまがりが目立たないこと。 
④ 返し針は、完全にすること。 
⑤ 必要な箇所に合印をいれポイント合わせには、特に注意すること。 

（９） 仕上げ 
① 糸くず、汚れ等のないこと。 
② 完全なる仕上げプレスをするとともに、プレスあたりが目立たないこと。 

 
 



 
4. 縫  製 

記載されていない箇所については、現品見本及び別紙図解による。 
区 分 要 領 

衿 地衿は、表地使用 

前身頃 
前身頃胸部分に芯を貼る。前合わせ比翼ファスナー止めとし、フロント端には 

0.8 ㎝のミシンステッチを入れる。 

ポケット 左胸部には箱型ポケット、両腰に箱型のポケットを作る。 

袖 
袖は二枚袖の筒袖とし、外側は片倒しの 0.8 ㎝のミシンステッチ掛けとする。袖口

は三つ折りとし、裏地のキルトを流し込み 3.0 ㎝のミシン縫いにて縫いとめる。 

また、左袖上部に指定のワッペンを縫い付ける。 

身返し 身返し全面にパンチ芯を入れる。 

後身頃 
表地の衿ミツ部分に伸び止めのテープを貼り、背中心は地縫い片倒しとし、0.8 ㎝の

ミシンステッチ入りとする。背脇部分はアクションプリーツ式とする。 

裏地部分はキルト総裏仕立てとし、背中心は割とする。 

センターベンツ 総裏仕立てとし、下部の重なり量は 3.0 ㎝以上とする。 

肩縫い 表地は片倒しとし、0.8 ㎝のミシンステッチを掛ける。裏地縫い代は片倒しとする。 

袖付け 
袖ぐり部にテープを貼り、袖裏はまつり縫い又はミシン縫い付けとし、袖山・袖下

にとじを入れる。 

裾 裾は三ッ折りとし裏地のキルトを流し込み、3.0 ㎝の押えミシンにて縫い上げる。 

内ポケット 口長さ 14㎝、深さ 20 ㎝の口布が表地の片玉縁のポケットを左右に付ける。 

衿穴 ラペルの左部に鳩目穴をかがる。 

釦 左衿を起こした右衿の裏側の位置に、23 ㎜のボタンを 1個付ける。 

衿つり 無地の衿吊りを付ける。 

サイズ札 衿ミツ中央部に挟み込む。 

氏名片布 指定の箇所に縫い付ける。 

                    
 
（参考）氏名片布 

所 属 
 

氏 名 
 

  
 京都市交通局 

 
 
 
 
 
 

3.0 ㎝ 

5.0 ㎝ 



 
5. サイズ表 
                              仕上がり寸法（単位㎝） 

号数 バスト ウエスト 肩幅 袖丈 着丈 ファスナー丈 

S 113 103 45.5 58 83 47 

M 118 108 47 59.5 85 48 

L 123 113 49.5 61 87 49 

LL 128 118 51 62.5 89 50 

3L 133 123 52.5 64 91 51 

4L 140 130 55 65.5 92.5 51 

5L 150 140 58 67 94 52 

サイズ許容は 2％未満とする。 



（別紙） 
 
 

 

 
（参考）左袖ワッペンイメージ      （参考）右胸・背衿下の刺繍ネームプリントイメージ  
 



 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

女子防寒用コート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



仕様書 

 
1. 型  式 

前合わせ比翼ファスナー止め、後ろセンターベント、セミステンカラー、左胸箱ポケット、両腰箱ポ

ケット、内ポケット左右片玉付き、裏地はキルト加工、左袖ワッペン付き、右胸及び背衿下に刺繍ネ

ームプリント付き 
 
2. 使用素材 

（１） 表地 
区 分 仕 様 

色相 グレー（指定色） 

生地品名 ストレッチ杢ツイル 

組織 3/1 斜文織 

混紡率 ポリエステル 100％ 

番手 （経）189 dtex （緯）84 dtex 

密度 （経）138 本  （緯）90 本（仕上/2.54 ㎝間） 

規格 147 ㎝×50m 

質量 208g（g/㎡） 

参考銘柄 ユニチカトレーディング㈱ 品番：MB3100 

 
（２） その他 

区分 仕 様 用 途 

裏
地
キ
ル
ト
加
工 

混率 ポリエステル 100％ 
前身頃裏、後身頃裏、 

（ポリエステル綿 100ｇ、4 インチダイヤキルト） 

 

外袖裏、内袖裏 

（ポリエステル綿 80ｇ、2 インチダイヤキルト） 

生地名 ツイル 

色相 黒 

芯
地 

接着芯 ポリエステル 100％ 
前身頃、地衿、箱ポケット口布、ベンツ袖口、 

内ポケット口布、力芯 

パンチ芯 
ポリエステル綿 100％ 

80ｇ/ｍ2 
見返し、上衿、台衿、腰箱ポケット 

袋
地 

袋地 
ポリエステル 65％ 

綿     35％ 
胸ポケット、腰ポケット、内ポケット袋地 

釦 釦 23 ㎜ フロント ラペル 

副
資
材 

テープ ﾊｰﾌﾊﾞｲﾔｽﾃｰﾌﾟ 10～12mm 袖付け廻り、衿ぐり、前端、ラペル返り線、 

ファスナー 5 コイル OP、ｃ/＃979 前立て用 

衿つり 無地  

                     
 



 
3. 条  件 

（１） 縫い糸 
① 地縫い糸     合繊糸 50 番手 

② 釦付け糸（機械） 合繊糸 30～50 番手  （手付）8～20 番手 

③ 釦ホール糸     合繊糸 30 番手 

④ まつり糸     合繊糸 
（２） 針 数 （3 ㎝間表面に表れた糸数） 

① 地縫い 13 針以上 

② まつり  7 針以上 
（３） 穴かがり 

穴の大きさは、釦に合わせてかがり、かがり糸が布から抜けないように注意すること。 
（４） 釦付け 

① 手付けの場合は 2 本糸にて 1 つの穴に 2回以上とし、根巻きを 2回以上し、糸止めを完全

にすること。 

② 機械付けの場合は、手付けの糸量と同程度とすること。 

（５） 裁 断 

① 縦裁 身頃、見返し、背、袖、ポケット、両玉縁口布 

② 緯裁 上衿表 

③ 斜裁 地衿 

（６） 縫い代 

① 背中央 1.0 ㎝以上 

② 脇  1.0 ㎝以上 

（７） 折り代 

① 袖口 3.5 ㎝以上 

② 身頃裾 3.5 ㎝以上 

（８） 縫 製 
① 各部の縫い合わせは上下糸のつれ、たるみのないこと。 
② 縫いとび、縫いはずれのないようにすること。 
③ 縫いまがりが目立たないこと。 
④ 返し針は、完全にすること。 
⑤ 必要な箇所に合印をいれポイント合わせには、特に注意すること。 

（９） 仕上げ 
① 糸くず、汚れ等のないこと。 
② 完全なる仕上げプレスをするとともに、プレスあたりが目立たないこと。 

 
 



 
4. 縫  製 

記載されていない箇所については、現品見本及び別紙図解による。 
区 分 要 領 

衿 地衿は、表地使用 

前身頃 
前身頃胸部分に芯を貼る。前合わせ比翼ファスナー止めとし、フロント端には 

0.8 ㎝のミシンステッチを入れる。 

ポケット 左胸部には箱型ポケット、両腰に箱型のポケットを作る。 

袖 
袖は二枚袖の筒袖とし、外側は片倒しの 0.8 ㎝のミシンステッチ掛けとする。袖口

は三つ折りとし、裏地のキルトを流し込み 3.0 ㎝のミシン縫いにて縫いとめる。 

また、左袖上部に指定のワッペンを縫い付ける。 

身返し 身返し全面にパンチ芯を入れる。 

後身頃 
表地の衿ミツ部分に伸び止めのテープを貼り、背中心は地縫い片倒しとし、0.8 ㎝の

ミシンステッチ入りとする。背脇部分はアクションプリーツ式とする。 

裏地部分はキルト総裏仕立てとし、背中心は割とする。 

センターベンツ 総裏仕立てとし、下部の重なり量は 3.0 ㎝以上とする。 

肩縫い 表地は片倒しとし、0.8 ㎝のミシンステッチを掛ける。裏地縫い代は片倒しとする。 

袖付け 
袖ぐり部にテープを貼り、袖裏はまつり縫い又はミシン縫い付けとし、袖山・袖下

にとじを入れる。 

裾 裾は三ッ折りとし裏地のキルトを流し込み、3.0 ㎝の押えミシンにて縫い上げる。 

内ポケット 口長さ 14㎝、深さ 20 ㎝の口布が表地の片玉縁のポケットを左右に付ける。 

衿穴 ラペルの右部に鳩目穴をかがる。 

釦 右衿を起こし左衿の裏側の位置に、23㎜のボタンを 1 個付ける。 

衿つり 無地の衿吊りを付ける。 

サイズ札 衿ミツ中央部に挟み込む。 

氏名片布 指定の箇所に縫い付ける。 

  
 
（参考）氏名片布 

所 属 
 

氏 名 
 

  
 京都市交通局 

 
 

3.0 ㎝ 

5.0 ㎝ 



 
5. サイズ表 
                              仕上がり寸法（単位㎝） 

号数 バスト ウエスト 肩幅 袖丈 着丈 ファスナー丈 

S 102 92 39 57 77 47 

M 108 98 41 59 80 48 

L 114 104 43 59 80 49 

LL 120 110 45 60 83 50 

3L 125 115 46 60 83 51 

サイズ許容は 2％未満とする。          
 



（別紙） 
 
 

 

 
（参考）左袖ワッペンイメージ      （参考）右胸・背衿下の刺繍ネームプリントイメージ  
 

 


